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第
三
章

ア
メ
リ
カ
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
に
お
け
る
質
問
書
と
そ
の
実
効
化
手
段

周
知
の
通
り
、
ま
た
、
本
稿
で
も
た
び
た
び
言
及
し
て
き
た
よ
う
に
、
わ
が
国
の
現
行
民
事
訴
訟
法
に
お
け
る
当
事
者
照
会
は
、
ア
メ

リ
カ
連
邦
民
訴
規
則
に
お
け
る
デ
ィ
ス
カ

248
）

バ
リ
の
手
段
の
一
つ
で
あ
る
質
問
書（interrogatories

、
連
邦
民
訴
規
則
三
三
条
）を
参
考
に

し
て
設
け
ら
れ
た
制
度
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
民
訴
規
則
に
お
け
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
制
度
は
、
ト
ラ
イ
ア
ル
（
正
式
事

実
審
理
）
前
に
当
事
者
間
で
事
件
に
関
す
る
証
拠
や
情
報
の
共
有
を
図
り
、
争
点
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
る
。
現
行

の
制
度
で
は
、
初
期
必
要
的
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
（initial required disclosure

）（
連
邦
民
訴
規
則
二

249
）
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点
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す
る
一
定
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
は
他
の
当
事
者
か
ら
の
請
求
を
待
つ
ま
で
も
な
く
当
然
に
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

う
え
で
当
事
者
は
、
さ
ら
に
必
要
な
情
報
・
証
拠
等
を
得
る
た
め
に
、
証
言
録
取
書
（deposition

、
連
邦
民
訴
規
則
二
七
〜
二
八
条
、
三

〇
〜
三
二
条
）、質
問
書
、文
書
提
出
・
土
地
立
入（production and entry

、連
邦
民
訴
規
則
三
四
条
）、身
体
お
よ
び
精
神
検
査（physical

 
and m

ental ex
am
ination

、
連
邦
民
訴
規
則
三
五
条
）、
自
白
要
求
（request for adm

ission

、
連
邦
民
訴
規
則
三
六
条
）
と
い
っ

た
手
続
に
よ
り
、
他
の
当
事
者
や
第
三
者
に
対
し
、
情
報
や
証
拠
の
開
示
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
に
お

け
る
情
報
・
証
拠
等
の
不
開
示
等
に
対
し
て
は
、
裁
判
所
の
強
制
命
令
、
お
よ
び
、
開
示
義
務
の
違
反
に
対
す
る
様
々
な
制
裁
が
用
意
さ

れ
て
い
る
（
連
邦
民
訴
規
則
三
七
条
）。

本
章
で
は
、
ま
ず
、
連
邦
民
訴
規
則
三
三
条
所
定
の
質
問
書
の
制
度
に
つ
い
て
概
観
し
た
う
え
で
、
次
に
、
連
邦
民
訴
規
則
三
七
条
所

定
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
に
関
す
る
強
制
命
令
、
お
よ
び
、
開
示
義
務
違
反
に
対
す
る
各
種
の
制
裁
に
つ
い
て
概
観
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

第
一
節

質
問
書
の
概
要

第
一
款

目
的

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
一
般
的
な
目
的
は
、
合
理
的
か
つ
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
真
実
の
発
見
を
促
進
し
、
全
て
の
訴
訟
に
つ
い
て
の
公
正
、

迅
速
、
か
つ
廉
価
な
判
断
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
質
問
書
も
ま
た
、
こ
の
目
的
に
資
す
る
も
の
で

250
）

あ
る
。
よ
り
正
確
に
い
え
ば
、

質
問
書
の
機
能
は
、
不
必
要
な
証
言
録
取
書
を
回
避
し
、
遅
延
を
最
小
に
し
、
ま
た
、
廉
価
な
方
法
で
ト
ラ
イ
ア
ル
に
お
け
る
争
点
を
狭

め
る
こ
と
で

251
）

あ
る
。
質
問
書
は
、
争
点
を
狭
め
る
こ
と
に
よ
り
、
不
意
打
ち
の
可
能
性
を
減
少
さ

252
）

せ
る
。
ま
た
、
質
問
書
は
各
当
事
者
に
、

他
の
当
事
者
の
請
求
や
抗
弁
の
根
拠
を
判
断
す
る
機
会
や
、
争
い
に
な
っ
て
い
る
事
実
や
争
点
を
描
写
す
る
機
会
を
提
供

253
）

す
る
。

北研48(4・ )99 643

当事者主義的民事訴訟運営と制裁型スキームに関する一考察 ㈤



現
行
の
連
邦
民
訴
規
則
の
下
で
は
、
か
つ
て
質
問
書
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
て
い
た
情
報
は
、
必
要
的
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
（
連
邦
民

訴
規
則
二
六
条
⒜
項
）の
下
で
各
当
事
者
に
よ
っ
て
開
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
質
問
書
は
依
然
と
し
て
、
必
要
的
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー

ジ
ャ
ー
に
規
定
さ
れ
て
い
る
範
囲
を
超
え
た
追
加
の
情
報
を
得
る
た
め
に
用
い
ら
れ

254
）

う
る
。

質
問
書
の
使
用
法
と
し
て
は
、
①
当
事
者
が
ど
の
よ
う
な
証
拠
に
接
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
に
つ
い
て
知
ら
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
当

事
者
が
ト
ラ
イ
ア
ル
の
準
備
を
行
う
こ
と
を
助
け
る
こ
と
、
②
ト
ラ
イ
ア
ル
の
準
備
の
た
め
の
時
間
を
節
約
す
る
た
め
に
、
他
の
当
事
者

か
ら
の
非
公
式
の
自
白
を
得
る
こ
と
、
③
事
実
や
証
拠
が
存
在
す
る
か
、
ま
た
ど
こ
で
そ
れ
ら
を
得
ら
れ
る
か
を
知
る
こ
と
、
④
あ
る
特

定
の
会
話
、
通
信
、
ま
た
は
文
書
の
重
要
性
を
判
断
す
る
こ
と
、
⑤
和
解
ま
た
は
サ
マ
リ
・
ジ
ャ
ッ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
事
件
の
処
分
を
迅

速
化
す
る
こ
と
、
⑥
証
言
録
取
書
を
と
ら
れ
る
べ
き
証
人
を
確
定
す
る
こ
と
、
証
言
録
取
書
で
問
わ
れ
る
べ
き
質
問
を
展
開
す
る
こ
と
、

文
書
提
出
の
要
求
を
申
し
立
て
る
た
め
に
文
書
の
存
在
や
所
在
に
関
す
る
情
報
を
得
る
こ
と
を
含
む
、
他
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
手
段
を
効

果
的
に
用
い
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
得
る
こ
と
、
⑦
管
轄
の
問
題
に
関
す
る
事
実
を
得
る
こ
と
、
⑧
出
訴
期
限
の
抗
弁
の
た
め
の
日
付

を
判
断
す
る
こ
と
、
⑨
あ
る
特
定
の
主
張
の
根
拠
を
包
含
す
る
実
際
の
事
実
に
関
す
る
詳
細
を
得
る
こ
と
、
が
挙
げ
ら

255
）

れ
る
。

第
二
款

質
問
書
の
利
点
と
難
点

質
問
書
は
、
他
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
方
法
と
比
較
し
て
、
単
純
か
つ
廉
価
な
手
段
で
あ
り
う
る
。
当
事
者
に
と
っ
て
利
用
可
能
な
様
々

な
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
手
段
を
評
価
す
る
際
に
、
質
問
書
を
選
択
す
る
こ
と
の
利
点
を
見
い
だ
し
う
る
が
、
そ
の
利
点
と
は
、
①
準
備
や
送

達
が
容
易
・
廉
価
で
あ
る
こ
と
｜

特
に
、
時
間
・
場
所
の
設
定
や
コ
ー
ト
・
リ
ポ
ー
タ
の
確
保
と
い
っ
た
、
入
念
な
事
前
の
準
備
が
求

め
ら
れ
る
証
言
録
取
書
と
比
較
し
て
｜

、
②
相
手
方
当
事
者
の
主
張
の
基
礎
と
な
る
特
定
の
事
実
や
文
書
、
事
実
や
文
書
を
保
有
し
て
い

る
証
人
や
専
門
家
の
身
元
を
確
定
す
る
際
に
役
に
立
つ
こ
と
、
③
相
手
方
当
事
者
が
入
手
可
能
な
す
べ
て
の
情
報
を
開
示
さ
せ
る
手
段
と
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し
て
役
に
立
つ
こ
と
、
④
複
雑
な
訴
訟
に
お
い
て
、
当
事
者
の
主
張
を
開
示
さ
せ
る
の
に
効
果
的
で
あ
る
こ
と
、
で

256
）

あ
る
。

他
方
で
、
他
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
手
段
と
比
較
し
た
場
合
の
質
問
書
の
難
点
は
、
①
当
事
者
間
で
の
利
用
に
限
ら
れ
る
こ
と
｜

こ
の

点
は
特
に
、
当
事
者
以
外
の
者
か
ら
の
開
示
を
得
る
た
め
に
用
い
ら
れ
う
る
、
口
頭
の
尋
問
ま
た
は
書
面
で
の
質
問
に
よ
る
証
言
録
取
書

と
の
比
較
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
｜

、
②
訴
訟
上
の
合
意
ま
た
は
裁
判
所
の
命
令
が
な
い
限
り
、
質
問
書
の
質
問
事
項
が
、
個
々
の
小
問

を
含
め
、
二
五
個
を
超
え
な
い
範
囲
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
、
③
回
答
す
る
当
事
者
の
挙
措
・
態
度
と
い
っ
た
、
主
観
的
な
情
報
を
提
供
し

な
い
こ
と
、
④
前
の
質
問
へ
の
回
答
に
基
づ
く
補
足
の
質
問
を
す
る
こ
と
や
、
質
問
を
受
け
た
当
事
者
が
回
答
を
回
避
し
よ
う
と
試
み
た

場
合
に
質
問
を
繰
り
返
す
こ
と
を
代
理
人
弁
護
士
に
認
め
る
、
口
頭
の
尋
問
に
よ
る
証
言
録
取
書
と
比
較
し
て
、
柔
軟
性
に
欠
け
る
こ
と
、

⑤
複
雑
で
、
混
乱
し
た
も
の
で
あ
り
う
る
情
報
を
得
る
た
め
に
は
効
果
的
で
な
い
こ
と
が
あ
り
う
る
こ
と
、
で

257
）

あ
る
。

第
三
款

質
問
書
に
服
す
る
者

当
事
者
は
他
の
当
事
者
に
質
問
書
を
送
付
し
う
る
が
、
こ
こ
で
い
う
、
質
問
書
に
服
す
る
当
事
者
は
、
公
法
人
や
私
法
人
、
パ
ー
ト
ナ

シ
ッ
プ
、
社
団
、
政
府
機
関
を
含
む
、
呼
出
状
や
訴
状
に
名
前
を
挙
げ
ら
れ
た
す
べ
て
の
人
や
法
主
体
を

258
）

含
む
。
ま
た
、
質
問
書
は
原
則

と
し
て
、
当
事
者
以
外
の
者
に
は
送
付
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
が
、
こ
の
点
は
、
類
似
の
制
度
で
あ
る
書
面
で
の
質
問
に
よ
る
証
言
録
取
書

が
、
当
事
者
以
外
の
者
に
対
し
て
も
使
用
可
能
で
あ
る
の
と
は
異

259
）

な
る
。

法
人
、
パ
ー
ト
ナ
シ
ッ
プ
、
社
団
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
事
業
体
は
当
事
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ゆ
え
、
質
問
書
に
服
す
る
が
、

質
問
書
は
、
そ
の
者
自
身
が
当
事
者
と
は
な
っ
て
い
な
い
、
法
人
ま
た
は
事
業
体
の
中
の
特
定
の
自
然
人
に
宛
て
ら
れ
て
は
な
ら
ず
、
質

問
書
は
法
人
ま
た
は
事
業
体
そ
れ
自
体
に
宛
て
て
送
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

260
）

な
い
。

未
成
年
者
や
無
能
力
者
の
訴
訟
後
見
人
は
当
事
者
で
は
な
く
、
そ
の
結
果
、
訴
訟
後
見
人
は
、
自
身
の
個
人
的
な
資
格
に
お
い
て
は
、

北研48(4・ )101 645

当事者主義的民事訴訟運営と制裁型スキームに関する一考察 ㈤



質
問
書
へ
の
回
答
を
強
制
さ
れ
え

261
）

な
い
。
し
か
し
、
訴
訟
後
見
人
は
、
当
事
者
で
あ
る
未
成
年
者
や
無
能
力
者
が
回
答
を
で
き
な
い
場
合
、

当
事
者
に
代
わ
っ
て
質
問
書
へ
の
回
答
を
行
う
こ
と
が
で

262
）

き
る
。

第
四
款

質
問
書
に
お
け
る
質
問
数

裁
判
所
の
命
令
ま
た
は
当
事
者
間
で
の
書
面
に
よ
る
合
意
が
な
い
場
合
、
当
事
者
は
、
他
の
そ
れ
ぞ
れ
の
当
事
者
に
対
し
、
個
々
の
小

問
も
含
め
、
二
五
問
ま
で
質
問
書
を
送
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
連
邦
民
訴
規
則
三
三
条
⒜
項
⑴
）。
一
部
の
裁
判
所
は
、
ど
の
よ
う
な

質
問
が
質
問
書
に
お
け
る
一
問
の
質
問
を
構
成
す
る
の
か
を
ロ
ー
カ
ル
・
ル
ー
ル
で
規
定
し
て

263
）

い
る
。
し
か
し
、
裁
判
所
が
連
邦
民
訴
規

則
三
三
条
で
認
め
ら
れ
た
質
問
書
に
お
け
る
質
問
数
を
ロ
ー
カ
ル
・
ル
ー
ル
で
変
更
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て

264
）

い
る
。

当
事
者
が
送
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
質
問
書
に
お
け
る
質
問
数
の
制
限
は
、
す
べ
て
の
個
々
の
小
問
を
含
む
。
小
問
は
、
複
数
の
質
問

と
し
て
数
え
ら
れ
る
よ
う
に
個
別
に
番
号
が
ふ
ら
れ
て
い
る
必
要
は
な
い
｜

さ
も
な
い
と
、
当
事
者
は
小
問
に
個
々
に
番
号
を
ふ
る
の

を
省
略
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
簡
単
に
質
問
数
の
制
限
に
関
す
る
規
定
を
潜
脱
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な

265
）

い
｜

。

質
問
数
の
制
限
に
係
る
「
個
々
の
小
問
」
に
つ
い
て
、
連
邦
民
訴
規
則
三
三
条
は
定
義
を
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
ロ
ー

カ
ル
・
ル
ー
ル
の
下
で
何
が
小
問
を
構
成
す
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
解
釈
す
る
連
邦
地
方
裁
判
所
の
裁
判
例
を
比
較
す
る
こ
と
が
有
用
で

266
）

あ
る
。
い
く
つ
か
の
裁
判
所
は
、
質
問
書
の
質
問
数
を
制
限
す
る
が
、
他
方
で
個
々
の
小
問
を
独
立
の
質
問
と
し
て
数
え
な
い
と
い
う
ロ
ー

カ
ル
・
ル
ー
ル
を
採
用

267
）

す
る
。
別
の
裁
判
所
は
、
個
々
の
小
問
が
独
立
の
質
問
と
し
て
数
え
ら
れ
る
こ
と
を
要
求
す

268
）

る
が
、
基
礎
と
な
る

質
問
書
と
直
接
関
係
す
る
情
報
を
要
求
す
る
小
問
に
つ
い
て
は
し
ば
し
ば
例
外
と

269
）

す
る
。

た
と
え
ば
、
ネ
ヴ
ァ
ダ
州
の
ロ
ー
カ
ル
・
ル
ー
ル
は
、
質
問
書
に
お
け
る
全
て
の
小
問
が
独
立
の
小
問
と
し
て
数
え
ら
れ
る
こ
と
を
要

求

270
）

す
る
。
ネ
ヴ
ァ
ダ
州
の
あ
る
裁
判
所
は
こ
の
ロ
ー
カ
ル
・
ル
ー
ル
を
、
質
問
の
全
て
の
部
分
が
関
連
し
て
い
る
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
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独
立
に
数
え
ら
れ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
も
の
と
解
釈

271
）

し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
同
じ
ネ
ヴ
ァ
ダ
州
の
別
の
裁
判
所
は
、
こ
の
ロ
ー
カ

ル
・
ル
ー
ル
を
、
小
問
が
「
論
理
的
に
、
ま
た
は
事
実
上
、
主
な
質
問
の
中
に
包
含
さ
れ
、
ま
た
主
な
質
問
と
必
然
的
に
関
連
す
る
」
場

合
、
そ
の
小
問
は
一
つ
の
質
問
の
中
の
一
部
と
し
て
数
え
ら
れ
う
る
こ
と
を
意
味
す
る
旨
を
判
示
す

272
）

る
が
、
こ
の
裁
判
所
は
、
ミ
シ
シ
ッ

ピ
州
の
連
邦
地
方
裁
判
所
が
提
示
し
た“related question

273
）

standard”

と
い
う
、
主
な
質
問
と
小
問
と
が
一
つ
の
質
問
と
し
て
数
え
ら

れ
う
る
ほ
ど
、
主
な
質
問
が
小
問
と
十
分
に
関
連
し
て
い
る
か
を
考
慮
す
る
基
準
に
従
っ
て

274
）

い
る
。

別
の
州
で
は
、
こ
れ
と
類
似
し
て
い
る
が
、
わ
ず
か
に
異
な
る
点
も
あ
る
、“discrete bits standard”

と
い
う
基
準
を
採
用
す
る
が
、

こ
の
基
準
は
、
同
じ
事
項
に
関
す
る
情
報
の
い
く
つ
か
の
部
分
を
尋
ね
る
単
一
の
質
問
は
質
問
書
に
お
け
る
一
つ
の
質
問
と
さ
れ
る
が
、

小
問
が
情
報
の
個
々
の
部
分
を
要
求
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
小
問
は
個
々
の
一
つ
の
質
問
で
あ
る
と
す
る
も
の
で

275
）

あ
る
。
い
く
つ
か
の
裁

判
所
は
、
背
景
事
情
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
の
特
定
の
タ
イ
プ
の
質
問
を
、
そ
れ
ら
が
小
問
を
含
む
場
合
で
あ
っ
て
も
、
一
つ
の
質
問

と
し
て
数
え
る
こ
と
を
認
め
る
が
、
た
と
え
ば
、
い
く
つ
か
の
裁
判
所
に
お
け
る
ロ
ー
カ
ル
・
ル
ー
ル
は
、
文
書
の
存
在
、
所
在
、
保
管

者
に
関
す
る
質
問
は
単
一
の
質
問
と
し
て
扱
わ
れ
る
旨
を
規
定

276
）

す
る
。
ま
た
別
の
裁
判
所
は
、
定
め
ら
れ
た
現
実
の
質
問
数
に
関
係
な
く
、

全
て
の
個
々
の
質
問
は
、
そ
れ
が
質
問
と
し
て
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
と
、
小
問
と
し
て
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
と
に
関
係
な
く
、
一
つ

の
質
問
と
し
て
数
え
ら
れ
る
旨
を
規
定
す
る
ロ
ー
カ
ル
・
ル
ー
ル
を
有

277
）

す
る
。

小
問
の
数
え
方
に
関
す
る
最
良
の
視
点
は
、
小
問
が
主
な
質
問
と
論
理
的
、
か
つ
必
然
的
に
関
連
す
る
場
合
、
一
つ
の
質
問
の
一
部
と

し
て
数
え
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

278
）

い
る
。
し
か
し
、
小
問
が
そ
れ
に
先
行
す
る
質
問
の
部
分
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
問
い

か
ら
分
離
し
異
な
っ
た
問
い
の
系
列
を
導
く
場
合
、
そ
の
小
問
は
、
ど
の
よ
う
に
提
示
さ
れ
て
い
て
も
、
独
立
し
た
質
問
と
し
て
考
え
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

279
）

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
合
理
的
な
限
界
内
で
、
情
報
を
提
供
し
、
隠
匿
し
な
い
と
い
う
デ
ィ

ス
カ
バ
リ
の
規
定
の
意
図
に
最
も
矛
盾
し
な
い
と
さ

280
）

れ
る
。

北研48(4・ )103 647

当事者主義的民事訴訟運営と制裁型スキームに関する一考察 ㈤



二
五
問
を
超
え
る
質
問
書
を
送
付
す
る
た
め
に
は
、
当
事
者
は
裁
判
所
の
命
令
、
ま
た
は
相
手
方
当
事
者
か
ら
の
書
面
に
よ
る
合
意
を

得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
連
邦
民
訴
規
則
三
三
条
⒜
項
）。
裁
判
所
は
、
追
加
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
が
連
邦
民
訴
規
則
二
六
条
⒝
項
⑵
（
※
証

言
録
取
書
の
数
や
時
間
、
質
問
書
の
数
に
関
す
る
制
限
を
裁
判
所
が
命
令
に
よ
り
変
更
で
き
る
と
の
規
定
）
と
矛
盾
し
な
い
範
囲
で
、
当

事
者
が
追
加
の
質
問
書
を
送
付
す
る
こ
と
を
認
め
う
る
。
追
加
の
質
問
書
を
送
付
す
る
た
め
に
裁
判
所
の
許
可
を
要
求
す
る
目
的
は
、
必

要
な
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
を
縮
減
す
る
た
め
で
は
な
く
、
当
事
者
が
制
限
数
を
超
え
る
質
問
書
を
送
付
す
る
前
に
状
況
を
吟
味
す
る
こ
と
を
裁

判
所
に
認
め
る
た
め
で

281
）

あ
る
。

裁
判
所
は
、
追
加
の
質
問
書
を
送
付
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
当
事
者
の
要
求
を
評
価
す
る
に
あ
た
っ
て
、
よ
り
多
く
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ

を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
の
利
益
と
相
手
方
当
事
者
の
負
担
と
の
衡
量
の
ほ
か
に
は
、
何
ら
か
の
特
定
の
基
準
を
適
用
す
る
の
で
は

282
）

な
い
。

裁
判
所
は
機
械
的
な
基
準
を
適
用
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
求
を
事
件
の
文
脈
の
中
で
吟
味

283
）

す
る
。
質
問
書
を
送
付

し
よ
う
と
す
る
当
事
者
は
、
追
加
の
質
問
書
が
当
該
事
件
の
状
況
の
下
で
必
要
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
裁
判
所
に
対
す
る
説
得
責
任
を

284
）

負
い
、
い
く
つ
か
の
法
域
で
は
、
制
限
数
を
超
え
る
質
問
書
を
送
付
す
る
要
求
を
認
め
る
前
に
「
十
分
な
理
由
」
を
明
白
に
証
明
す
る
こ

と
を
求
め
る
ロ
ー
カ
ル
・
ル
ー
ル
を

285
）

持
つ
。

裁
判
所
は
、
ト
ラ
イ
ア
ル
前
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
・
オ
ー
ダ
ー
（
連
邦
民
訴
規
則
一
六
条
⒝
項
）
を
発
す
る
際
に
、
追
加
の
質
問
書

を
送
付
す
る
こ
と
の
許
可
を
認
め
る
こ
と
が

286
）

で
き
、
ま
た
、
裁
判
所
は
、
プ
リ
ト
ラ
イ
ア
ル
・
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
連
邦
民
訴
規
則
一
六

条
）
に
お
い
て
、
追
加
の
質
問
書
を
送
付
す
る
こ
と
の
許
可
を
認
め

287
）

う
る
。

当
事
者
は
、
質
問
数
が
二
五
個
を
超
え
る
質
問
書
を
送
付
す
る
た
め
に
裁
判
所
の
許
可
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
当
事
者
間
で
質
問
数

が
二
五
個
を
超
え
る
質
問
書
を
送
付
す
る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
す
る
こ
と
も
で
き
る（
連
邦
民
訴
規
則
三
三
条
⒜
項
⑴
）。
連
邦
民
訴
規
則

は
、
こ
の
合
意
が
書
面
で
な
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
（
連
邦
民
訴
規
則
二
九
条
、
三
三
条
⒜
項
⑴
）。
一
部
の
ロ
ー
カ
ル
・
ル
ー
ル
は
、
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こ
の
合
意
は
非
公
式
の
も
の
で
あ
っ
て
も
よ
い
が
、
書
面
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
規
定

288
）

す
る
。
ま
た
、
少
な
く
と

も
一
つ
の
法
域
で
は
、
当
事
者
が
三
〇
個
を
超
え
る
質
問
数
の
質
問
書
を
送
付
す
る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
す
る
こ
と
を
認
め
て
お
ら
ず
、

か
つ
、
常
に
裁
判
所
の
許
可
を
得
る
こ
と
を
当
事
者
に
要
求

289
）

す
る
。

第
五
款

質
問
書
の
様
式

連
邦
民
訴
規
則
は
、
質
問
書
に
つ
い
て
何
ら
の
特
別
な
様
式
を
定
め
て
い

290
）

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
あ
る
連
邦
地
方
裁
判
所
の
裁
判
例

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
適
切
に
作
成
さ
れ
た
質
問
書
は
、
的
確
、
明
白
、
正
確
な
も
の
で
あ
る
に
違
い
な
く
、
ま
た
、
質
問
書
を
送
付
さ

れ
た
当
事
者
に
、
ど
の
よ
う
な
情
報
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
適
切
に
助
言
す
る
に
違
い

291
）

な
い
。
連
邦
内
の
多
く
の
法
域
で
は
、
質
問

書
の
様
式
を
規
律
す
る
ロ
ー
カ
ル
・
ル
ー
ル
を
有
し
て
お
り
、
た
と
え
ば
、
多
く
の
連
邦
地
方
裁
判
所
は
、
質
問
書
を
送
付
す
る
際
に
、

回
答
す
る
当
事
者
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
の
後
に
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
を
空
け
て
お
く
こ
と
、
ま
た
、
こ
れ
に
対
応
し
て
、
質
問
書
に

回
答
す
る
際
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
に
対
す
る
回
答
が
質
問
の
直
後
で
な
さ
れ
る
こ
と
を
要
求

292
）

す
る
。
一
部
の
連
邦
地
方
裁
判
所
は
ま
た
、

質
問
書
の
質
問
に
連
続
し
て
番
号
が
ふ
ら
れ
る
こ
と
を
要
求

293
）

す
る
。
ロ
ー
カ
ル
・
ル
ー
ル
で
課
さ
れ
て
い
る
要
求
を
除
け
ば
、
質
問
書
を

送
付
す
る
当
事
者
に
は
、
そ
こ
で
の
質
問
を
作
成
す
る
に
際
し
て
か
な
り
の
余
地
が
あ
る
が
、
稚
拙
に
作
成
さ
れ
た
質
問
は
有
用
な
情
報

を
引
き
出
し
え
ず
、
ま
た
、
過
剰
に
広
範
で
か
つ
曖
昧
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
異
議
に
服
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
正
確
に

質
問
を
作
成
す
る
こ
と
は
、
質
問
書
を
送
付
す
る
当
事
者
に
と
っ
て
の
有
利
な
点
で

294
）

あ
る
。

多
く
の
代
理
人
弁
護
士
は
、
質
問
書
の
冒
頭
に
、
ど
の
よ
う
に
回
答
す
る
の
か
、
ま
た
は
、
ど
の
よ
う
に
特
定
の
用
語
を
定
義
す
る
の

か
に
関
す
る
標
準
的
な
教
示
を
含
ま

295
）

せ
る
。
連
邦
民
訴
規
則
三
三
条
は
こ
の
よ
う
な
実
務
を
排
除
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
定

義
は
、
単
調
な
繰
り
返
し
を
回
避
す
る
こ
と
に
つ
い
て
有
用
で
あ
り

296
）

う
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
定
義
は
、
も
し
そ
れ
が
不
合
理
な
も
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の
で
あ
れ
ば
、
質
問
書
を
不
当
に
負
担
の
あ
る
も
の
と
し
て
し

297
）

ま
う
。
一
部
の
ロ
ー
カ
ル
・
ル
ー
ル
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
要
求
に
組
み

込
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
か
つ
、
狭
め
ら
れ
う
る
が
拡
張
さ
れ
え
な
い
、
統
一
的
な
定
義
を
含
ん
で

298
）

い
る
。
さ
ら
に
、
少
な
く
と
も

一
つ
の
連
邦
地
方
裁
判
所
は
、
そ
れ
が
用
い
ら
れ
て
も
「
例
外
的
な
状
況
の
証
明
が
あ
る
場
合
を
除
き
」
異
議
の
余
地
が
な
い
よ
う
な
、

教
示
や
質
問
の
見
本
を
示
し
て

299
）

い
る
。

定
型
の
ひ
な
形
に
よ
る
質
問
書
は
、
し
ば
し
ば
批
判
さ
れ
て
い
る
と
は

300
）

い
え
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
連
邦
民
訴
規
則
や

ロ
ー
カ
ル
・
ル
ー
ル
が
定
め
る
基
準
に
合
致
し
て
い
る
場
合
、
そ
れ
ら
は
異
議
を
申
し
立
て
ら
れ
る
も
の
で
は

301
）

な
い
の
で
あ
り
、
さ
ら
に

い
え
ば
、
そ
れ
ら
は
事
件
の
全
て
の
側
面
に
わ
た
る
安
価
、
か
つ
効
率
的
な
手
段
を
提
供

302
）

す
る
。
あ
る
連
邦
地
方
裁
判
所
は
、
定
型
の
ひ

な
形
に
よ
る
質
問
書
が
用
い
ら
れ
る
場
合
、
事
件
に
適
切
な
形
で
選
択
的
に
用
い
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
代
理
人
弁
護
士
に
よ
っ
て
、

ま
た
は
弁
護
士
の
指
導
の
下
で
準
備
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
つ
、
連
続
し
て
番
号
が
ふ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
判
示

303
）

す
る
。

連
邦
地
方
裁
判
所
は
、
定
型
の
ひ
な
形
に
よ
る
質
問
書
に
対
し
、
異
な
る
態
度
を
と
っ
て

304
）

い
る
。
い
く
つ
か
の
裁
判
所
は
定
型
の
ひ
な
形

に
よ
る
質
問
書
を
激
し
く
批
判
し
て

305
）

い
る
が
、
他
方
、
定
型
の
ひ
な
形
に
よ
る
質
問
書
が
是
認
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
う
る
旨
を
示
唆
す

る
ロ
ー
カ
ル
・
ル

306
）

ー
ル
や
、
定
型
の
ひ
な
形
に
よ
る
質
問
書
が
個
々
の
事
件
に
適
合
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
命
じ
る
ロ
ー
カ
ル
・
ル

307
）

ー
ル

や
、
コ
ピ
ー
さ
れ
た
質
問
書
の
送
付
や
連
続
し
た
番
号
の
ふ
ら
れ
て
い
な
い
質
問
書
の
送
付
を
禁
止
す
る
ロ
ー
カ
ル
・
ル

308
）

ー
ル
に
よ
っ
て
、

そ
の
よ
う
な
質
問
書
の
使
用
を
抑
制
す
る
こ
と
を
試
み
る
に
と
ど
ま
る
裁
判
所
も

309
）

あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
い
く
つ
か
の
法
域
で
は
、
あ

る
特
定
の
状
況
の
下
で
の
使
用
の
た
め
に
、
裁
判
所
が
認
め
る
統
一
的
な
質
問
書
を
展
開

310
）

す
る
。

注248
）

ア
メ
リ
カ
連
邦
民
訴
規
則
上
の
も
の
も
含
め
て
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
一
般
に
関
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
田
中
和
夫
「
訴
訟
資
料
の
相
手
方
よ
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り
の
取
得
｜

d
isco
v
ery

の
制
度
を
中
心
と
し
て
｜

一
）（
二
）」
法
学
協
会
雑
誌
五
八
巻
三
号
（
一
九
四
〇
年
）
一
頁
、
五
八
巻
四
号
（
一
九
四
〇
年
）

一
六
頁
、
同
「
米
國
連
邦
民
事
訴
訟
法
に
お
け
る
開
示
（d

isco
v
ery

）
の
制
度
」
法
曹
時
報
四
巻
一
一
号
（
一
九
五
二
年
）
一
頁
、
住
吉
博
「
ヒ
ク
マ
ン
原

則
の
成
立
と
展
開
｜

a
d
v
ersa
ry sy

stem

の
一
局
面
｜

一
）（
二
・
完
）」
法
学
新
報
七
三
巻
一
号
（
一
九
六
六
年
）
三
五
頁
、
七
三
巻
二
・
三
号
（
一

九
六
六
年
）
九
五
頁
、
霜
島
甲
一
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
開
示
手
続
｜

わ
が
国
の
研
究
の
現
状
・
意
義
・
方
法
｜

」
法
学
志
林
七
九
巻
四
号
（
一
九
八
二

年
）
一
頁
、
高
橋
一
修
「
ア
メ
リ
カ
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
の
開
示
手
続
と
そ
の
一
九
七
〇
、
八
〇
、
八
二
年
改
正
に
つ
い
て
（
一
）」
法
学
志
林
七
九
巻
四
号

（
一
九
八
二
年
）
一
三
頁
、
高
橋
宏
志
「
米
国
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
法
序
説
」
法
学
協
会
編
『
法
学
協
会
百
周
年
記
念
論
文
集
第
三
巻
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
三

年
）
五
二
七
頁
、
新
堂
幸
司
（
司
会
）＝

小
島
武
司＝

高
橋
宏
志＝

竹
内
康
二＝

モ
ー
リ
ス
・
ロ
ー
ゼ
ン
バ
ー
グ
「（
座
談
会
）
ア
メ
リ
カ
の
開
示
手
続
と
日

本
へ
の
影
響
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
二
四
号
（
一
九
八
四
年
）
四
二
頁
、
伊
藤
眞
「
開
示
手
続
の
理
念
と
意
義
｜

民
事
訴
訟
法
改
正
へ
の
導
入
を
め
ぐ
っ
て
｜

上
）（
下
）」
判
例
タ
イ
ム
ズ
七
八
六
号
（
一
九
九
二
年
）
六
頁
、
七
八
七
号
（
一
九
九
二
年
）
一
一
頁
。
古
川
絵
里
「
米
国
連
邦
民
事
訴
訟
に
お
け
る
デ
ィ

ス
カ
バ
リ
ー
と
司
法
制
裁
」
国
際
商
事
法
務
二
一
巻
一
二
号
（
一
九
九
三
年
）
一
三
七
五
頁
、
大
村
雅
彦
「
ア
メ
リ
カ
民
訴
に
お
け
る
事
件
情
報
の
早
期
開

示
の
動
向
」
木
川
統
一
郎
博
士
古
稀
祝
賀
『
民
事
裁
判
の
充
実
と
促
進

下
巻
』（
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
、
一
九
九
四
年
）
三
二
一
頁
、
同
「
民
事
訴
訟
に
お
け

る
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て
｜

連
邦
民
事
訴
訟
規
則
に
お
け
る
開
示
合
理
化
の
改
革
｜

」
比
較
法
雑
誌
二
九
巻
一
号
（
一
九
九
五
年
）
一
一
七
頁
、

同
「
新
民
事
訴
訟
法
と
ア
メ
リ
カ
法
｜

争
点
整
理
・
証
拠
収
集
の
比
較
を
中
心
と
し
て
｜

」
自
由
と
正
義
四
八
巻
一
二
号
（
一
九
九
七
年
）
八
二
頁
、
林

田
学
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
改
正
に
つ
い
て
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
四
七
号
（
一
九
九
四
年
）
一
一
一
頁
、
平
野
晋
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連

邦
民
訴
規
則
改
訂
に
お
け
る
強
制
的
開
示
手
続
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
八
三
五
号
（
一
九
九
四
年
）
三
六
頁
、
同
「
国
際
民
事
訴
訟
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
民

事
訴
訟
規
則
の
改
訂
（
四
）
〜（
一
〇
・
完
）」
国
際
商
事
法
務
二
二
巻
七
号
（
一
九
九
四
年
）
七
四
一
頁
、
二
三
巻
四
号
（
一
九
九
五
年
）
三
七
五
頁
、
二

四
巻
四
号
（
一
九
九
六
年
）
三
八
四
頁
、
二
四
巻
五
号
（
一
九
九
六
年
）
五
〇
七
頁
、
二
四
巻
六
号
（
一
九
九
六
年
）
六
一
六
頁
、
二
四
巻
七
号
（
一
九
九

六
年
）
七
四
一
頁
、
二
四
巻
八
号
（
一
九
九
六
年
）
八
五
一
頁
、
小
林
秀
之
『
新
版
・
ア
メ
リ
カ
民
事
訴
訟
法
』（
弘
文
堂
、
一
九
九
六
年
）
一
四
八
〜
一
七

八
頁
、
笠
井
正
俊
「
民
事
訴
訟
に
お
け
る
争
点
及
び
証
拠
の
早
期
整
理
と
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
」
法
学
論
叢
一
四
二
巻
五
・
六
号
（
一
九
九
八
年
）
一
三

二
頁
、
同
「
ア
メ
リ
カ
の
民
事
訴
訟
に
お
け
る
二
〇
〇
〇
年
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
制
度
改
正
を
め
ぐ
っ
て
」
新
堂
幸
司
先
生
古
稀
祝
賀
『
民
事
訴
訟
法
理
論
の

新
た
な
構
築

下
巻
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
一
年
）
一
頁
、
同
「
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
と
当
事
者
・
裁
判
所
の
役
割
」
民
事
訴
訟
雑
誌
四
八
号
（
二
〇
〇
二
年
）
二

三
六
頁
、
金
祥
沫
「
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
ー
の
歴
史
」
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
一
八
一
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
一
頁
、
山
本
浩
美
『
ア
メ
リ
カ
環
境
訴
訟
法
』（
弘

文
堂
、
二
〇
〇
二
年
）
二
一
三
〜
二
二
六
頁
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ｌ
・
マ
ー
カ
ス
（
三
木
浩
一
訳
）「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
の
過
去
、
現
在
、

未
来
」
大
村
雅
彦＝

三
木
浩
一
編
『
ア
メ
リ
カ
民
事
訴
訟
法
の
理
論
』（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
六
年
）
二
九
頁
、
モ
リ
ソ
ン
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
外
国
法
事
務
弁
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護
士
事
務
所
『
ア
メ
リ
カ
の
民
事
訴
訟
（
第
二
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
年
）
六
五
〜
一
〇
七
頁
、
浅
香
吉
幹
『
ア
メ
リ
カ
民
事
手
続
法
（
第
二
版
）』（
弘

文
堂
、
二
〇
〇
八
年
）
七
三
〜
九
一
頁
、
土
井
悦
生＝

田
邊
政
裕
「
米
国
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
手
続
の
法
と
実
務
｜
米
国
民
事
訴
訟
に
お
け
る
開
示
手
続
｜（
一
）

〜

六
）、（
九
）〜

一
三
・
完
）」
国
際
商
事
法
務
三
八
巻
一
号
（
二
〇
一
〇
年
）
五
〇
頁
、
三
八
巻
二
号
（
二
〇
一
〇
年
）
二
〇
七
頁
、
三
八
巻
三
号
（
二

〇
一
〇
年
）
三
六
六
頁
、
三
八
巻
四
号
（
二
〇
一
〇
年
）
四
九
七
頁
、
三
八
巻
五
号
（
二
〇
一
〇
年
）
六
四
一
頁
、
三
八
巻
七
号
（
二
〇
一
〇
年
）
九
三
三

頁
、
三
八
巻
一
二
号
（
二
〇
一
〇
年
）
一
六
九
八
頁
、
三
九
巻
三
号
（
二
〇
一
一
年
）
三
七
八
頁
、
三
九
巻
五
号
（
二
〇
一
一
年
）
七
〇
七
頁
、
三
九
巻
六

号
（
二
〇
一
一
年
）
八
四
三
頁
、
三
九
巻
一
二
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
七
九
〇
頁
、
土
井
悦
生
「
米
国
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
手
続
の
法
と
実
務
｜
米
国
民
事
訴
訟

に
お
け
る
開
示
手
続
｜（
七
）（
八
）」
国
際
商
事
法
務
三
八
巻
九
号
（
二
〇
一
〇
年
）
一
二
三
一
頁
、
三
八
巻
一
〇
号
（
二
〇
一
〇
年
）
一
四
〇
五
頁
な
ど
。

249
）

初
期
必
要
的
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
一
九
九
三
年
の
連
邦
民
訴
規
則
改
正
の
際
に
導
入
さ
れ
、
現
行
の
連
邦
民
訴
規
則
に
も
、
そ
の
範
囲
等
の
一
部

改
正
を
経
た
う
え
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
が
、
こ
の
制
度
に
関
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
、
伊
藤
・
前
掲
注

248
）判
タ
七
八
七
号
一
七
〜
一
九
頁
、
大
村
・
前

掲
注

248
）「
ア
メ
リ
カ
民
訴
に
お
け
る
事
件
情
報
の
早
期
開
示
の
動
向
」
三
二
一
頁
以
下
、
同
・
前
掲
注

248
）「
民
事
訴
訟
に
お
け
る
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー

に
つ
い
て
」
一
一
七
頁
以
下
、
林
田
・
前
掲
注

248
）一
一
二
〜
一
一
三
頁
、
平
野
・
前
掲
注

248
）「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
民
訴
規
則
改
訂
に
お
け
る
強
制

的
開
示
手
続
」
三
六
頁
以
下
、
小
林
・
前
掲
注

248
）一
七
〇
〜
一
七
六
頁
、
笠
井
・
前
掲
注

248
）「
民
事
訴
訟
に
お
け
る
争
点
及
び
証
拠
の
早
期
整
理
と
デ
ィ

ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
」
一
三
七
〜
一
四
七
頁
、
同
・
前
掲
注

248
）「
ア
メ
リ
カ
の
民
事
訴
訟
に
お
け
る
二
〇
〇
〇
年
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
制
度
改
正
を
め
ぐ
っ
て
」

九
〜
二
三
頁
、
同
・
前
掲
注

248
）「
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
と
当
事
者
・
裁
判
所
の
役
割
」
二
三
六
〜
二
三
八
頁
、
山
本
浩
美
・
前
掲
注

248
）二
一
五
〜
二
一
七
頁
、

浅
香
・
前
掲
注

248
）七
六
〜
七
七
頁
、
土
井＝

田
邊
・
前
掲
注

248
）国
際
商
事
法
務
三
八
巻
五
号
六
四
一
〜
六
四
五
頁
な
ど
。

250
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.03
(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.).

251
）

Id
.

252
）

Id
.

253
）

Id
.

254
）

Id
.

255
）

Id
.

256
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.05

﹇1

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.).

257
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.05

﹇2

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.).

258
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.20

﹇1

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.).
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259
）

Id
.

260
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.20

﹇3

﹈﹇a

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.);
see a

lso
 H
o
lla
n
d v
.
M
in
n
ea
p
o
lis-H

o
n
ey
w
ell R

eg
u
la
to
r

 
C
o
.,
28 F

.R
.D
.
595,

595
(D
.D
.C
.
1961)

（
被
告
企
業
の
社
長
個
人
〔
※
当
事
者
と
は
な
っ
て
い
な
い
〕
宛
に
送
付
さ
れ
た
質
問
書
に
つ
き
、
質
問
書
は

相
手
方
当
事
者
の
み
に
宛
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
異
議
が
認
め
ら
れ
る
旨
を
判
示
す
る
）.

261
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.20

﹇3

﹈﹇c

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.);
see a

lso
 Ju S

h
u C
h
eu
n
g v
.
D
u
lles.

16 F
.R
.D
.
550,

552
(D
.

M
a
ss.1954)

（
当
事
者
た
る
未
成
年
者
の
父
親
〔
※
当
事
者
と
は
な
っ
て
い
な
い
〕
宛
に
送
付
さ
れ
た
質
問
書
に
つ
き
、
訴
訟
後
見
人
は
当
事
者
で
は
な
く
、

そ
れ
ゆ
え
質
問
書
に
も
服
し
な
い
旨
を
判
示
す
る
）.

262
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.20

﹇3

﹈﹇c

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.);
see a

lso H
a
ll v
.
H
a
g
u
e,
34 F

.R
.D
.
449,

450
(D
.M
d
.1964).

263
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.30

﹇1

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.).

264
）

Id
.

265
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.30

﹇2

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.).

266
）

Id
.

267
）

7 
M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.30
﹇2

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.);
see a

lso
 M
y
ers v

.
U
n
ited S

ta
tes P

a
in
t C
o
.,
D
iv
.
o
f G
ro
w

 
G
ro
u
p
,
In
c.,
116 F

.R
.D
.
165,

165
166
(D
.
M
a
ss.
1987)

（
三
〇
問
を
超
え
る
質
問
書
を
送
付
す
る
場
合
に
裁
判
所
の
許
可
を
要
求
す
る
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
州
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
の
ロ
ー
カ
ル
・
ル
ー
ル
の
下
で
、
原
告
が
そ
の
許
可
を
裁
判
所
に
申
し
立
て
た
事
案
で
、
小
問
が
基
礎
的
な
質
問
の
論
理

的
な
延
長
線
上
に
あ
り
、
か
つ
、
基
礎
的
な
質
問
に
関
す
る
特
定
の
付
加
的
な
情
報
を
得
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
の
ロ
ー
カ
ル
・
ル
ー
ル
に

抵
触
し
な
い
旨
を
判
示
す
る
）.

268
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.30

﹇2

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.);
see e.g

.,
M
.D
.
T
en
n
.
L
R 9(a

)(2)

（「
質
問
に
関
す
る
小
問
は
、
全
般

的
な
番
号
付
け
の
目
的
の
た
め
に
、
付
加
的
な
質
問
と
し
て
数
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」）;S

.D
.
Ill.
L
R 13(a

)

（「
そ
れ
ぞ
れ
の
小
問
は
、
独
立
し
た

質
問
と
し
て
数
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」）;N

.D
.
G
a
.
L
R 33.1

（「
一
つ
の
も
の
と
し
て
番
号
が
ふ
ら
れ
た
質
問
の
個
々
の
小
問
は
、
独
立
の
質
問
と

し
て
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」）.

269
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.30

﹇2

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.);
see e.g

.,C
la
rk v
.B
u
rlin
g
to
n N
.R
.R
.,112 F

.R
.D
.117,120

(N
.

D
.
M
iss.
1986)

（
原
則
と
し
て
質
問
書
中
の
質
問
を
三
〇
問
以
内
に
制
限
す
る
ミ
シ
シ
ッ
ピ
州
北
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
の
ロ
ー
カ
ル
・
ル
ー
ル
の
下
で
、

原
告
に
よ
っ
て
送
付
さ
れ
た
質
問
書
中
の
質
問
を
三
〇
問
を
超
え
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
被
告
が
保
護
命
令
を
申
し
立
て
た
事
案
で
、
小
問
が
同
じ
質
問
書
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中
で
要
求
さ
れ
て
い
る
別
の
情
報
に
直
接
関
連
す
る
情
報
し
か
要
求
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
原
告
の
質
問
書
中
の
質
問
は
計
二
九
問
で
あ
る
と
し
て
、

被
告
の
申
立
て
を
排
斥
し
た
）.

270
）

D
.
N
ev
.,
R
u
le 33

1.

271
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.30

﹇2

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.);
see V

a
ld
ez v
.
F
o
rd m

o
to
r C
o
.,
134 F

.R
.D
.
296,

298
(D
.
N
ev
.

1991).

272
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.30

﹇2

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.);
see G

in
n v
.
G
em
in
i,
In
c.,
137 F

.R
.D
.
320,

321
(D
.
N
ev
.
1991).

273
）

C
la
rk v

.
B
u
rlin
g
to
n N
.
R
.
R
.,
112 F

.R
.D
.
117,

118
119
(N
.D
.
M
iss.
1986).

274
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.30

﹇2

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.).

275
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.30

﹇2

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.);
see P

ro
ch
a
sk
a
&
A
sso
cs.
v
.
M
errill L

y
n
ch P

ierce,
F
en
n
er

&
S
m
ith
,In
c.,155 F

.R
.D
.189,191

(D
.N
eb
.1993)

（
質
問
書
中
の
小
問
を
小
問
と
し
て
数
え
な
い
こ
と
は
、
そ
の
質
問
が
情
報
の
個
々
の
部
分
を
要

求
し
て
い
る
場
合
に
、
そ
の
質
問
が
小
問
と
し
て
明
確
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
数
え
ら
れ
る
と
い
う
事
実
を
代
え
る
も
の
で
は
な
い
旨
を
判
示
す

る
）.

276
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.30
﹇2
﹈(M

a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.);
see e.g

.,
N
.D
.
O
k
la
.
L
R 33.1;

E
.D
.
O
k
la
.
L
R 33.1;

N
.D
.
O
h
io
.

L
R
 
33.1(b

).

277
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.30

﹇2

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.);
see D

.D
.C
.
L
R
 
207(b

);
see a

lso
 D
.
N
ev
.
L
R
 
33.1(b

).

278
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.30

﹇2

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.);
see e.g

.,
S
a
feco In

s.
C
o
.
o
f A
m
.
v
.
R
a
w
stro
n
,
181 F

.R
.D
.
441,

444
445
(C
.D
.
C
a
l.
1998).

279
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.30

﹇2

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.);
see e.g

.,
W
illin
g
h
a
m
 
v
.
A
sh
cro
ft,
226 F

.R
.D
.
57,
59
(D
.D
.C
.

2005);
T
h
eo
b
les v

.
In
d
u
stria

l M
a
in
ten
a
n
ce C

o
.,
247 F

.R
. D
.
483,

485
(D
.V
.I.
2006).

280
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.30

﹇2

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.).

281
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.30

﹇3

﹈﹇a

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.);
F
ed
.
R
.
C
iv
.
P
.
33(a
)
a
d
v
iso
ry co

m
m
ittee’s n

o
te
(1993);

see a
lso
 C
a
p
a
cch
io
n
e v
.
C
h
a
rlo
tte-M

eck
len
b
u
rg S

ch
.,
182 F

.R
.D
.
486,

492
(W
.D
.N
.C
.
1998).

282
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.30

﹇3

﹈﹇b

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.).

283
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.30

﹇3

﹈﹇b

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.);
see a

lso D
u
n
ca
n v
.
P
a
ra
g
o
n P
u
b
l’g
,
In
c.,
204 F

.R
.D
.
127,
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128
129
(S
.D
.
In
d
.
2001)

（
二
五
問
を
超
え
る
質
問
書
を
送
付
す
る
こ
と
の
許
可
を
求
め
る
原
告
の
申
立
て
を
、
原
告
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
て
い
る
質
問

書
が
過
度
に
広
範
で
、
不
当
な
負
担
を
課
し
、
酷
な
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
原
告
が
質
問
書
に
よ
っ
て
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
情
報
が
す
で
に
証
言
録
取
書

に
よ
っ
て
入
手
可
能
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
理
由
と
し
て
排
斥
し
た
）.

284
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.30

﹇3

﹈﹇b

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.);
see,
e.g
.,
M
.D
.
F
la
.,
R
u
le 3.03(a

).

285
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.30

﹇3

﹈﹇b

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.);
see,
e.g
.,
L
y
k
in
s v
.
A
tto
rn
ey G

en
era
l,
86 F

.R
.D
.
318,

318

(E
.D
.
V
a
.
1980).

286
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.30

﹇3

﹈﹇c

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.);
F
ed
.
R
.
C
iv
.
P
.
33(a
)
a
d
v
iso
ry co

m
m
ittee’s n

o
te
(1993).

287
）

S
ee F

ed
.
R
.
C
iv
.
P
.
26(a
)
a
d
v
iso
ry co

m
m
ittee’s n

o
te
(1983).

288
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.30

﹇4

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.);
see,
e.g
.,
N
.D
.
G
a
.
R
u
le 225

2(a
).

289
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.30

﹇4

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.);
see,
e.g
.,
E
.D
.
V
a
.
L
R
 
33.

290
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.31

﹇1

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.).

291
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.31
﹇1

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.);
see B

a
b
co
ck S

w
in
e,
In
c.
v
.
S
h
elb
co
.
In
c.,
126 F

.R
.D
.
43,
45

(S
.D
.
O
h
io 1989).

292
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.31

﹇1
﹈(M

a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.);
see,
e.g
.,
D
.V
.I.
L
R
 
33.1;

S
.D
.
W
.
V
a
.
L
R
 
3.04;

C
.D
.
Ill.
L
R

 
13;
D
.
M
iss.
L
R
 
26.2.

293
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.31

﹇1

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.);
see,
e.g
.,
E
.D
.
M
ich
.
L
R 26.1;

E
.D
.N
.C
.
L
R 23.02;

E
.D
.
A
rk
.

L
R
 
33.1.

294
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.31

﹇1

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.).

295
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.31

﹇2

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.).

296
）

Id
.

297
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.31

﹇2

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.);
see,
e.g
.,
D
iv
ersified P

ro
d
s.
C
o
rp
.,
In
c.
v
.
S
p
o
rts C

tr.
C
o
.,
42

 
F
.R
.D
.
3,
4
(D
.
M
d
.
1967).

298
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.31

﹇2

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.);
see,
e.g
.,
S
.D
.N
.Y
.
&
E
.D
.N
.Y
.
C
iv
.
R
u
le 47.

299
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.31

﹇2

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.);
see W

.D
.
T
ex
.
C
V
-33(c).
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300
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.31

﹇3

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.);
see,
e.g
.,
R
o
b
b
in
s v
.
C
a
m
d
en C

ity B
d
.
o
f E
d
u
.,
105 F

.R
.D
.49,

57
(D
.N
.J.
1985).

301
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.31

﹇3

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.).

302
）

Id
.

303
）

7 
M
o
o
re’s
 
F
ed
era
l
 
P
ra
ctice,

33.31

﹇3

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.);
see
 S
C
M
 
S
o
cieta C

o
m
m
ercia

le S
.P
.A
.
v
.
In
d
u
stria

l
&

C
o
m
m
ercia

l R
esea

rch C
o
rp
.,
72 F

.R
.D
.
110,

113 n
.
5
(N
.D
.
T
ex
.
1976).

304
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.31

﹇3

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.).

305
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.31

﹇3

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.);
see,
e.g
.,
R
o
b
b
in
s v
.
C
a
m
d
en C

ity B
d
.
o
f E
d
u
.,
105 F

.R
.D
.49,

57
(D
.N
.J.
1985).

306
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.31

﹇3

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.);
see,
e.g
.,
M
.D
.
G
a
.,
R
u
le 4.3.

307
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.31

﹇3

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.);
see,
e.g
.,
D
.
N
ev
.,
R
u
le 33

1(b
);
N
.D
.
T
ex
.,
R
u
le 6.1(c).

308
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.31
﹇3

﹈(M
a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.);
see,
e.g
.,
S
.D
.
Ill.,
R
u
le 13(c),

(d
).

309
）

7 M
o
o
re’s F

ed
era
l P
ra
ctice,

33.31
﹇3
﹈(M

a
tth
ew
 
B
en
d
er 3d ed

.).

310
）

Id
.

※
本
稿
は
、
平
成
二
〇
年
度
北
海
学
園
学
術
研
究
助
成
金（
一
般
研
究
）「
米
国
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
手
続
に
お
け
る
開
示
不
履
行
等
に
対
す
る
制

裁
手
続
に
関
す
る
基
礎
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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